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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 

 
学校名 京都文教大学 
設置者名 学校法人 京都文教学園 

      

      

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜

間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

総合社会学部 総合社会学科 
夜 ・

通信 

12 

0 11 23 13  

臨床心理学部 

臨床心理学科 
夜 ・

通信 

0 

24 36 13  

教育福祉心理学科

（保育福祉心理コー

ス） 

夜 ・

通信 
2 14 13  

教育福祉心理学科

（小学校教員養成コ

ース） 

夜 ・

通信 
7 19 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://docs.google.com/document/d/1v7i4c0aJxetWlriBgUwmxnL-

zXBteKThVP2yfXDa2CE/edit?usp=sharing 

      

      

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

 

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 

 

学校名 京都文教大学 
設置者名 学校法人 京都文教学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.kbu.ac.jp/pub_info/univ/pdf/4-2.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 (株)辻栄 代表取締役 
2019.6.1 ～

2023.5.31 
調整 

非常勤 
全日本ﾊﾟﾄﾛｰﾙ警備保障(株) 

代表取締役社長 
2019.6.1 ～

2023.5.31 
調整 

非常勤 
伊藤屋グループ CEO 

兼伊藤屋株式会社  

代表取締役社長 

2019.6.1 ～

2023.5.31 
調整 

非常勤 西村法律事務所 
2019.6.1 ～

2023.5.31 
コンプライアンス 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 京都文教大学 
設置者名 学校法人 京都文教学園 

 

      

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

授業担当者は「シラバスハンドブック」に従い、授業ごとのシラバスを作成し、毎

年 3月初旬に全科目分を公表する。 

 学生は、「履修要項」及び、各入学年度・学科ごとの「カリキュラム表」に従い、

公表されたシラバスを参照しながら履修計画を立てる。 

授業計画書の公表方法 

● シラバス 

https://sites.google.com/po.kbu.ac.jp/kyotobunkyosyll

abus/  

● シラバスハンドブック（授業担当者向けシラバス作成手引

き） 

https://sites.google.com/po.kbu.ac.jp/kyotobunkyosyll

abus/guideline  

● 履修要項・カリキュラム表 

https://sites.google.com/a/stu.kbu.ac.jp/kbu-

risyuyoko/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法によ

り、学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定

していること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業担当者は授業ごとに「学期末試験」、「学期中の試験」、「平常点評価」それ

ぞれの方法とその評価の割合を定め、シラバスに記載し公表する。 

授業担当者はこれに従って試験やレポートを実施し、その評価を 100 点満点で大学

に報告する。 

 大学はその評価を「秀・優・良・可・不可」の5段階で学生に公開する。 

 なお、学則に定める授業科目の試験の評価のうち、「不可」評価についてはその内

容により、「不可」または「放棄」に分け、よりわかりやすく表現している。 

 

＜履修要項2019年度版 P. B-28 一部抜粋＞ 

本学の成績評価基準は下記のとおりです。成績は 100 点満点の 60 点以上を合格として

います。 

秀（Ｓ） 優（Ａ） 良（Ｂ） 可（Ｃ） 不可（Ｄ） 放棄（Ｇ） 

90点以上 80～89点 70～79点 60～69点 59点以下 ※下記参照 

※「放棄」は履修登録をしたが授業に出席しなかった場合、出席日数が不足していた

場合、定期試験を欠席した場合、課題レポートを提出しなかった場合など、科目担当
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者より「授業を放棄した」とみなされた場合の評価です。「放棄」の場合は再試験を

申請することができません。 

※単位互換等で履修した科目には「認定」と記載されます。 

※秀・優・良・可の評価がついた科目の再履修（単位の取り直し）はできません

（不可、放棄については再履修が可能です）。 

 

＜その他参考情報＞ 

● シラバス 

https://sites.google.com/po.kbu.ac.jp/kyotobunkyosyllabus/ 

● 成績評価基準（履修要項2019年度版 P. B-28） 

https://sites.google.com/a/stu.kbu.ac.jp/kbu-risyuyoko/ 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

大学は学生が修得した科目の単位と評価をもとに、学期ごと及び、通算のGPAを

算出し、各学生は自身の GPAを確認することができる。 

 同時に大学は、入学年度・学科ごとの修得単位数分布、及び GPA 分布を公表す

る。 

 

＜履修要項 2019年度版 P. B-28 一部抜粋＞ 

 GPAとは、修得した成績とその単位数からGP（グレードポイント）を算出し、そ

れを平均した値であり、成績全体の”質”を表すものです。同じ単位数を修得し

ていても、GPAが”4”に近い方がより成績の質が高いといえます。 

【GP（グレードポイント）】 

 

成績 

評価 

秀（Ｓ） 優（Ａ） 良（Ｂ） 可（Ｃ） 
不可

（Ｄ） 
放棄 

（Ｇ

） 

認定科目 

（Ｎ） 
100～90点 89～80点 79～70点 69～60点 59点以下 

GP 4 3 2 1 0 0 算入しない 

      

【計算式】 

「秀」の単位数×4＋「優」の単位数×3＋「良」の単位数×2＋「可」の単位数×1 

総履修登録単位数（不可・放棄を含む） 

※小数点以下３桁目を四捨五入し、小数点第２位までを算出する。 

 
【計算例】 

科目名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 
単位数 2 3 1 2 2 3 1 
成績 秀 優 良 可 不可 放棄 放棄 
GP 4 3 2 1 0 0 0 

 

 

 

 

      

 

 



  

8 
 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

● GPA算定基準（履修要項 2019年度版 P. B-28） 

https://sites.google.com/a/stu.kbu.ac.jp/kbu-

risyuyoko/  

● 単位数 GPA分布 

https://drive.google.com/open?id=0Bz3dfkx8OLEgdkZlX1U

2MlZpNXM  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

 大学は学部学科ごとに卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を定

め、Webページ及びカリキュラム表冊子内で公表している。 

 

 卒業に必要な修得単位は、各入学年度・学科ごとのカリキュラム表をもって公表・

説明している。（各カリキュラム表内、「卒業の要件」） 

 

本学に 4 年以上在学し、所定の単位数を修得した者については、教授会の審議を経

て、学長が卒業を認定する。 

 

＜卒業認定・学位授与の方針＞ 

■総合社会学部 総合社会学科 

Ⅰ．卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 総合社会学科（以下、「本学科」という）では、社会科学を中心とする幅広い教育

研究を通して、複雑で多様化する現代社会の諸問題を総合的に理解する力、またその

解決に向けて探究・実践する力を身につけ、積極的に社会に働きかけて「ともいき社

会」の実現に貢献できる人材（＝「ともいき社会人」）を育成することを教育目標と

しています。本学科では、上記の教育目標を達成するために必要とされる所定の単位

を修得し、下記の力を身につけた人に対して学位を授与します。 

 

1.常に自己を省察し向上しようとする意欲と、複雑で多様化する現代社会の様々な問

題や人間行動への強い関心をもち、その解明や解決に向けて主体的かつ継続的に努力

することができる。（自己対峙力＋社会への関心） 

2.社会科学を中心とする幅広い知識と技能をもち、現代社会の諸問題を総合的視点か

ら理解することができる。（汎用的知力／教養知） 

3.本学科に設置するコースの学びのうち、いずれかの分野に関する専門的知識と技能

をもち、それを現代社会の諸問題の発見や解決に役立てることができる。（汎用的知

力／専門知） 

4.地域や組織の一員として、世代や文化の異なる他者に対しても共感的態度と対話力

をもち、協働することができる。（現場実践力） 

 

■臨床心理学部 臨床心理学科 

Ⅰ．卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 臨床心理学科（以下、「本学科」という）では、本学科の課程を修め、124単位の単

位取得と必修等の条件を充たしたうえで、建学の理念である共生（ともいき）の態度

を身につけるとともに、臨床心理学の専門知識と技能を習得し、下記の能力と資質を

備えた人材を育成することを教育目標とし、下記の力を身につけた人に対して学位を

授与します。 
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(1) 自律性（自律的で意欲的な態度） 

 社会生活を営むうえでの自らの課題を自覚し目標を設定することができ、その実現

のために自ら考え、自らを律しつつ意欲的に行動することができる能力。 

(2) 専門的知力と応用力 

 学士に相応しい教養知をもとに、臨床心理学の諸領域についての基本的知識を身に

つけ、個別的こころと普遍的こころの多層性を理解するとともに、客観的データの意

味を理解・説明・活用する能力。 

 

■臨床心理学部 教育福祉心理学科 

Ⅰ．卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 教育福祉心理学科(以下、「本学科」という)では、教育や保育福祉分野に関連する

専門職の資質向上を目的として、京都文教大学が従来から実施してきた学部教育から

卒後教育の一貫した取り組みや、地域貢献についての実績に基づいて、小学校教員や

保育士の養成教育を実施します。そのため、本学の課程を修め、所定の単位修得と必

修等の条件を充たしたうえで、小学校教員や保育士として活躍できうる専門的実践力

と、子どもの人権と個別性や多様性を尊重する態度を身につけると共に、子どもや保 

護者への相談支援と、教育や子育て支援に関わる地域貢献に尽力できる知識や技術を

修得した人材を育成することを教育目標とし、下記の力を身につけた人に対して学位

を授与します。 

 

(1)専門職としての資質向上と地域貢献のために「学び続ける小学校教員や保育士」 

① 継続的な資質向上 

 子どもや保護者との関わり方についての相互研鑽と、地域社会における小学校教員

や保育士の役割を省察することにより、自己を客体化して専門的職業人としての資質

向上に継続的に取り組むことができる。 

② 地域貢献 

 教育や保育福祉の専門職に必要とされる専門的実践力とジェネラルな対人的スキル

を併せ持つ小学校教員や保育士として、住民、関係者や研究者らと協働して地域社会

(主として京都府南部地域)の教育や保育福祉についての課題解決に継続的に取り組む

ことができる。 

 

(2)専門的実践力 

① 初等教育学・保育学に基づく専門的実践力 

 教育や保育福祉の現場において必要とされる教育学や保育学の体系的な知識や技術

に関する学修成果を活用して、小学校教員や保育士としての専門的実践力を発揮でき

る。 

② 臨床心理学的素養に基づく専門的実践力 

 臨床心理学的支援方法についての知識や技術を活用して、子どもや保護者に対する

相談支援に対応できる。 

 

(3)ジェネラルな対人的スキル 

① 主体性・自律性 

 小学校教員や保育士として、子どもの人権を尊重すると共に、共生社会を実現する

という目標を持ち、教育や保育福祉の業務に主体性や自律性をもって取り組むことが

できる。 
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② 個別性や多様性の理解 

 子どもや保護者の背景や属性、価値や文化等の個別性や多様性を理解した関わりや

相談支援に対応できる。 

③ 人間関係の構築 

教育や保育福祉の現場で円滑なコミュニケーションを図れ、相手の立場を尊重した人

間関係を構築することができる。 

④ 問題解決 

 教育や子育て支援現場の個々の課題やニーズを普遍化し、様々な職種や地域資源と

連携して適切な解決方法を実施することができる。 

⑤ 社会的参与 

 現在の教育や子育て支援に関する課題やニーズを踏まえて、子どもや保護者を取り

囲む差別や社会的排除の問題と、地域課題の解決に向けて社会資源の調整や開発、運

営に積極的に関わり、行動することができる。 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

● 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/education_policy.ht

ml  

● 履修要項・カリキュラム表 

https://sites.google.com/a/stu.kbu.ac.jp/kbu-

risyuyoko/  
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 

 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 京都文教大学 

設置者名 学校法人 京都文教学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.kbu.ac.jp/work_report/pdf/h30/05/05_04.pdf 
収支計算書又は損益計算書 https://www.kbu.ac.jp/work_report/pdf/h30/05/05_03.pdf 
財産目録 https://www.kbu.ac.jp/work_report/pdf/h30/05/05_05.pdf 
事業報告書 https://www.kbu.ac.jp/work_report/index.html 
監事による監査報告（書） https://www.kbu.ac.jp/work_report/pdf/h30/audit01.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：事業計画          対象年度：H31   ） 

公表方法：https://www.kbu.ac.jp/work_report/pdf/h30/02/02_01.pdf 

中長期計画（名称：学園中長期経営改善計画   対象年度：H30～H34 ） 

公表方法：https://www.kbu.ac.jp/work_report/pdf/h28/improvement.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/inspect.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/pdf/inspect01.pdf 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 総合社会学部 総合社会学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www.kbu.ac.jp/pub_info/univ/univ1_1.html） 

（概要） 

総合社会学科は、社会科学を基盤として、現代の社会現象全般について情報を収集し、

分析し、行動に移すための学識及び知性を涵養し、グローバル化する現代社会の総合的理

解を具え、よりよい社会の構築に貢献できる人材を養成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/education_policy.html） 

（概要） 

総合社会学科（以下、「本学科」という）では、社会科学を中心とする幅広い教育研究

を通して、複雑で多様化する現代社会の諸問題を総合的に理解する力、またその解決に向

けて探究・実践する力を身につけ、積極的に社会に働きかけて「ともいき社会」の実現に

貢献できる人材（＝「ともいき社会人」）を育成することを教育目標としています。本学

科では、上記の教育目標を達成するために必要とされる所定の単位を修得し、下記の力を

身につけた人に対して学位を授与します。 

1.常に自己を省察し向上しようとする意欲と、複雑で多様化する現代社会の様々な問題や

人間行動への強い関心をもち、その解明や解決に向けて主体的かつ継続的に努力すること

ができる。（自己対峙力＋社会への関心） 

2.社会科学を中心とする幅広い知識と技能をもち、現代社会の諸問題を総合的視点から理

解することができる。（汎用的知力／教養知） 

3.本学科に設置するコースの学びのうち、いずれかの分野に関する専門的知識と技能をも

ち、それを現代社会の諸問題の発見や解決に役立てることができる。（汎用的知力／専門

知） 

4.地域や組織の一員として、世代や文化の異なる他者に対しても共感的態度と対話力をも

ち、協働することができる。（現場実践力）  

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/education_policy.htm ） 

（概要） 

本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成

するために、以下のような教育課程、教育方法、教育評価の方針に基づいて教育を行いま

す。 

(1)教育課程の編成 

1.複雑で多様化する現代社会の諸問題に対応するため、本学科に、経済・経営、メディ

ア・社会心理、公共政策、観光・地域デザイン、国際文化という５つのコースを設置す

る。 

2.社会科学の基礎を幅広く学んだ後、所属するコースの履修モデルに沿って、専門性の高

い科目を段階的に学べるよう、科目を配置する。 

3.所属するコースの履修モデル以外の科目も履修できる自由度を設ける。それにより、複

数分野を組み合わせた学び方も可能となり、自分が取り組もうとする研究対象に多彩な視

点からアプローチできる。 

4.問題発見や問題解決に向けた調査・分析力、またコミュニケーション力や情報発信・表

現力などを養うため、少人数クラスによる演習・実習等の実践的な科目を設定する。 
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5.上記の教育課程を通して身につけた種々の力を実際の社会で活用できるよう、資格取得

を含めた就業力育成のための科目および履修プログラムを設置する。 

(2)教育方法 

1.ゼミ教育を重視し、１年次から４年次まで、すべてのセメスターでゼミ形式の授業を設

定する。ゼミにおける教育指導の方針は以下①～③による。 

①１年次はコースごとにゼミを編成し、コースの学びに沿った基礎的なテキストを使用し

て、汎用的なラーニングスキルやリサーチスキルを涵養する。 

②２年次からは学生が自らの興味関心に応じて、多彩なテーマで開講されているゼミの中

から選択できるようにする。その際、本学科の多様性や学際性を活かすため、ゼミ選択を

所属コースにより制限することはないが、ミスマッチを防ぐため、あらかじめ各コースの

学びと各ゼミの研究テーマとの関連度を示し、ゼミ選択における目安を提供する。 

③ゼミ担当教員は、ゼミ学生の履修指導や就職支援など、担任として種々の面からサポー

トする。 

2.ゼミ以外にも、少人数クラスによる演習・実習等の実践的な授業を多数用意し、現場体

験によって得られる学びを重視する。 

3.講義形式の授業においても、学生との意見交換、グループワーク、コミュニケーション

ペーパー、等々、できる限り双方向型の方法を取り入れ、学生の主体的かつ能動的な学び

を引き出す工夫を行う。 

(3)教育評価 

学生レベルの評価は、各科目のシラバスに定める到達目標の達成度、本学科で定める学修

ベンチマークの達成度、および卒業論文の成果等によって行う。その際、学期ごとの履修

状況や学修成果を担任教員がチェックする体制を整え、各時期に応じた適切な指導を行

う。 

学科レベルの評価は、学科の全学生についての単位修得状況や学修ベンチマークの達成状

況などを、継時的・統計的に把握することによって行う。 

なお、教育評価に際しては、客観的な評価方法を確立するために効果的なツール（ルーブ

リックなど）を積極的に取り入れる。また、学生自身による学修成果のふりかえりや担任

教員による学修成果の把握に活用できるツール（ラーニング・ポートフォリオなど）を積

極的に取り入れる。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/education_policy.html） 

（概要） 

(1)求められる人材 

学科は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の中で「ともいき社会人」

の育成という目標を掲げており、その実現のために、教育課程編成の方針（カリキュラ

ム・ポリシー）で定めた教育活動を行っています。この観点から、本学科では、以下の知

識・能力・資質および意欲を備えた人を求めます。 

1. 高等学校の教育課程（高等学校相当を含む）を幅広く修得している。 

2.複雑で多様化する現代社会の様々な問題や人間行動に関心や好奇心をもち、それらの解

決や解明に向けて探究する意欲と向上心をもつ。 

3.本学科に設置するコースの学びのいずれかの分野に特に強い関心と学ぶ意欲をもち、将

来、その学びを仕事や生活に活かしたいと考えている。 

4.世代や文化の異なる他者と対話・協働するために必要なコミュニケーション力、すなわ

ち、他者への共感的態度と理解、柔軟な発想、表現や発信などに関する能力を身につけた

いと考えている。 

5.地域や組織の一員として、社会の様々な場面で「ともいき社会」の創造に貢献できる人

材（＝「ともいき社会人」）になりたいと考えている。 

(2)入学者選抜方法 

上記「求められる人材」で挙げた能力や資質・意欲などに対する評価を組み合わせた入試

課題を実施する。詳細については入試要項に別途定める。 
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学部等名 臨床心理学部 臨床心理学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www.kbu.ac.jp/pub_info/univ/univ1_1.html） 

（概要） 

臨床心理学科は、臨床心理学的教養を生かしてさまざまな領域で活躍できる人材を養成

することに教育の焦点をあてる。とりわけ、臨床心理学的な教養に裏打ちされた豊かなコ

ミュニケーションの力の育成を重視し、多様な領域で活躍できる人材を育てていくことを

目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/education_policy.html） 

（概要） 

臨床心理学科（以下、「本学科」という）では、本学科の課程を修め、124 単位の単位取

得と必修等の条件を充たしたうえで、建学の理念である共生（ともいき）の態度を身につ

けるとともに、臨床心理学の専門知識と技能を習得し、下記の能力と資質を備えた人材を

育成することを教育目標とし、下記の力を身につけた人に対して学位を授与します。 

(1) 自律性（自律的で意欲的な態度） 

社会生活を営むうえでの自らの課題を自覚し目標を設定することができ、その実現のた 

めに自ら考え、自らを律しつつ意欲的に行動することができる能力。 

(2) 専門的知力と応用力 

学士に相応しい教養知をもとに、臨床心理学の諸領域についての基本的知識を身につけ、

個別的こころと普遍的こころの多層性を理解するとともに、客観的データの意味を理解・

説明・活用する能力。 

(3) 社会実践力（社会参与力） 

心理職としての臨床場面のような専門領域に止まらず、あらゆる職場・社会組織・地域社

会など、社会の様々な場面において、臨床心理学の体系的知識と技能を活用して社会の諸

課題を理解・分析し、社会のニーズに応えるべく取り組む能力。 

(4) コミュニケーション力（人間関係構築力） 

他者の立場に立って物事を考える共感的態度をもち、対話と意見交換を通して、様々な立

場の相違を克服し、協働して問題解決にあたる能力。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/education_policy.html） 

（概要） 

本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ ポリシー）に掲げた目標を達成す

るために、共通教育科目、専門教育科目を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に組

み合わせて開講します。カリキュラム体系を示すために、科目間の関連や科目内容の難易

度を表現する番号をふるナンバリングを行い、カリキュラム構造を明示します。教育内

容・方法・評価については次のように方針を定めます。 

(1)教育内容 

①全学共通科目を通して幅広い教養と学習スキルを習得し、大学教育への適応を図るとと

もに、臨床心理学に対する興味と理解を深め、体系的に学ぶための基礎能力と態度を獲得

し、社会に進出してから「ともいき人材」として活躍できる基礎となる教養教育を行いま

す。 

②学びにおける主体性と自律性を重視し、1 年次から 4 年次までの全学期に演習を必修科目

として配当し、その担当教員が学習面と生活面で助言を行うアドバイザーとして指導にあ

たります。 

③専門科目は講義科目、演習科目、実践演習科目の形式で1年次から4年次まで重層的に配

当し、こころの深層・力動・多様性と普遍性及び、行動のメカニズムについて重点的に学

修し、専門的実践力を高め臨床心理学の根幹となる知的・体験的教育を行います。 
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④心理査定・実験・統計・研究法関連科目を通して、客観的かつ実証的検証方法と分析方

法を学修し、心理専門職としての基礎的素養と研究能力を身につけるとともに、心理職以

外の社会活動でも活用できる実践的能力を身につけることを目標にした教育を行います。 

⑤1 年次からキャリア関連科目を配当し、臨床心理専門職以外の領域への社会進出に備え現

場実践力を高める教育を行うとともに、資格関連科目を配当し、臨床心理学隣接領域の専

門職資格取得を目標に学修します。 

(2)教育方法 

①学びにおける主体性と自律性を高め、自発的な学修を督励するために、全学共通科目の

みならず専門科目においてもアクティブラーニングを取り入れた教育を実施します。 

②専門科目においても、学びの達成度のフィードバックを積極的に行い、学生自身が自ら

の学びの主体となるよう努力します。 

③多岐にわたる臨床心理学専門科目群の中から、2 年次からは自らの適正と興味を発見し、

自らの学修モデルを定め、アドバイザー教員との面談を通して適宜修正しながら、卒業ま

で計画的に学修できるよう努力します。 

(3)教育評価 

①４年間の総合的学修成果の評価は、卒業論文の作成を義務づけ、複数の教員によって評

価することによって行います。 

②科目別の評価は、当該科目のシラバスに定める到達目標の達成度と、その他適切な方法

で行います。学生個人の総合評価は、これらの評価に卒業論文の評価を含め総合的に行い

ます。 

③学修成果の評価に際しては、ラーニング・ポートフォリオやルーブリックなど最新の効

果的な方法を積極的に取り入れ、客観的な評価に努めるとともに、学生が自らの学習成果

を確認しながら学習を計画・管理できるように工夫しながら行います。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/education_policy.html） 

（概要） 

(1)求められる人材 

本学科は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）で掲げる「ともいき人

材」の育成と、その実現のために教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）で定め

た教育を受けるために、以下の知識・能力・資質及び、意欲を備えた人を求めます。 

このような入学者を適正に選抜するために、多様な選抜方法を実施します。 

①人、こころ、社会に健全な関心をもち、他者と関わろうとする意欲をもっている。 

②高等学校、または同等な教育課程を修めている。 

③臨床心理学の知識・技能を学修するための基盤となる日本語運用力（読解力と表現力）

をもち、他者の話を聞き自身の考えを表現できるコミュニケーション能力を身につけてい

る。 

④身近な課題や社会の諸問題について、自らの知識や情報をもとに思考・分析し、説明す

る能力を身につけている。 

(2)入学者選抜方法 

上記「求められる人材」で挙げた能力や資質、意欲の其々に対する評価を組み合わせた入

試課題を実施する。詳細については入試要項に別途定める。 
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学部等名 臨床心理学部 教育福祉心理学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www.kbu.ac.jp/pub_info/univ/univ1_1.html） 

（概要） 

教育福祉心理学科は、臨床心理学的素養を基盤として、教育や福祉の領域で活躍できる

実践力のある専門職として小学校教員、保育士を主に育成することに教育の焦点をあて

る。小学校教員養成コースでは、臨床心理学を基盤とした生涯発達的視点を生かして心理

社会的な観点からの児童支援を行うことのできる小学校教員を養成することを目的とす

る。保育福祉心理コースでは、臨床心理学的な教養を生かし、保育や地域福祉の問題に対

応できる援助専門職として、保育士を養成することを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/education_policy.html） 

（概要） 

 教育福祉心理学科(以下、「本学科」という)では、教育や保育福祉分野に関連する専門

職の資質向上を目的として、京都文教大学が従来から実施してきた学部教育から卒後教育

の一貫した取り組みや、地域貢献についての実績に基づいて、小学校教員や保育士の養成

教育を実施します。そのため、本学の課程を修め、所定の単位修得と必修等の条件を充た

したうえで、小学校教員や保育士として活躍できうる専門的実践力と、子どもの人権と個

別性や多様性を尊重する態度を身につけると共に、子どもや保護者への相談支援と、教育

や子育て支援に関わる地域貢献に尽力できる知識や技術を修得した人材を育成することを

教育目標とし、下記の力を身につけた人に対して学位を授与します。 

(1)専門職としての資質向上と地域貢献のために「学び続ける小学校教員や保育士」 

① 継続的な資質向上 

子どもや保護者との関わり方についての相互研鑽と、地域社会における小学校教員や保育

士の役割を省察することにより、自己を客体化して専門的職業人としての資質向上に継続

的に取り組むことができる。 

② 地域貢献 

教育や保育福祉の専門職に必要とされる専門的実践力とジェネラルな対人的スキルを併せ

持つ小学校教員や保育士として、住民、関係者や研究者らと協働して地域社会(主として京

都府南部地域)の教育や保育福祉についての課題解決に継続的に取り組むことができる。 

(2)専門的実践力 

① 初等教育学・保育学に基づく専門的実践力 

教育や保育福祉の現場において必要とされる教育学や保育学の体系的な知識や技術に関す

る学修成果を活用して、小学校教員や保育士としての専門的実践力を発揮できる。 

② 臨床心理学的素養に基づく専門的実践力 

臨床心理学的支援方法についての知識や技術を活用して、子どもや保護者に対する相談支

援に対応できる。 

(3)ジェネラルな対人的スキル 

① 主体性・自律性 

小学校教員や保育士として、子どもの人権を尊重すると共に、共生社会を実現するという

目標を持ち、教育や保育福祉の業務に主体性や自律性をもって取り組むことができる。 

② 個別性や多様性の理解 

子どもや保護者の背景や属性、価値や文化等の個別性や多様性を理解した関わりや相談支

援に対応できる。 

③ 人間関係の構築 

教育や保育福祉の現場で円滑なコミュニケーションを図れ、相手の立場を尊重した人間関

係を構築することができる。 

④ 問題解決 

教育や子育て支援現場の個々の課題やニーズを普遍化し、様々な職種や地域資源と連携し

て適切な解決方法を実施することができる。 
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⑤ 社会的参与 

現在の教育や子育て支援に関する課題やニーズを踏まえて、子どもや保護者を取り囲む差

別や社会的排除の問題と、地域課題の解決に向けて社会資源の調整や開発、運営に積極的

に関わり、行動することができる。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/education_policy.html） 

（概要） 

本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ ポリシー）に掲げた目標を達成す

るために、次のような教育内容と方法を取り入れた授業を実施し、教育評価を行います。 

(1)小学校教員や保育士の資質向上と地域貢献を目指した大学の取り組みに参画することを

とおして、専門的実践力とジェネラルな対人的スキルを併せ持つ「学び続ける小学校教員

や保育士」の職業人像を形成します。 

(2)其々の資格に関する幅広い知識を身につけるための「初等教育科目群」「保育科目群」

と、現場とのつながりを重視したインターンシップや演習を、初年次から4年次にかけて体

系的に設置することをとおして、小学校教員や保育士に必要とされる専門的実践力を身に

つけていきます。 

(3)教育や保育福祉に関わる基本的な理念を身につけて主体性や自律性をもって業務に携わ

ることができると同時に、現場に関わる様々な人達の個別性や多様性を理解し、人間関係

の構築がスムーズに行え、教育現場や子育て支援現場の問題解決や、地域社会の教育や保

育福祉の問題への社会的参与をとおして継続的な資質向上に取り組めるように少人数の演

習ゼミを設置しています。以上は取得をめざす資格の如何を問わず、専門職に必要とされ

るジェネラルな対人的スキルと、その分野の知識や技術や方法に裏打ちされた専門的実践

力の両面を含みます。 

(4)ジェネラルな対人的なスキルの習得については主に「初年次演習」「基礎演習」「コミ

ュニケーションスキル演習」の少人数の演習の履修をとおして、初等教育学や保育福祉の

領域で必要とされる専門的実践力の習得については主に「基幹演習科目群」の少人数ゼミ

の体系的な設置をとおして身につけるようにしています。また、心理学に関連した「実

験・実習科目」や、専門コミュニケーション科目群の中に「臨床心理学実践演習」を設置

すると共に、各資格と関係が深い「心理学」や「臨床心理学」の科目の設置をとおして、

教育や保育福祉の現場に役立つ臨床心理学的素養や支援方法を身につけるようにしていま

す。 

(5)すべての科目群において、主体的な学びの力を高めるために、アクティブラーニングを

取り入れた教育方法を取り入れ、教室外学修の課題を課す時期と課題の整合性･連続性や実

践の振り返りや評価を重視しています。 

(6) 資格取得に必要な専門的知識の能力確認のために外部テストの受験、自己学習の推進や

結果の継続的なモニタリングを行います。さらに採用試験対策のための時間を開設し、１

年次から段階を追ったプログラムを実施します。 

(7) 目標・記録・評価の総合的ツールである ポートフォリオの目標・記録・評価ツールを

4 年間かけて作成し、自己の学修成果と学生生活を自分自身で管理し、「ふりかえり」を行

います。さらに、各学期末に学修ベンチマークの達成度について学生による自己評価と教

員評価を行い、担当教員との面談をとおした「ふりかえり」を行います。４年間の学修成

果は卒業研究(必修)によって行い、複数教員によって評価ルーブリックを活用し総括的評

価を行います。以下は其々の科目群の説明です。 

① 初等教育科目群・保育科目群 

入学時から小学校教員養成コースは小学校教員免許を取得するための初等教育科目群、保

育福祉心理コースは保育士免許を取得するための保育科目群という必修の科目群に分かれ

た4年間の学びの中心となる教育課程を設置しています。以上の教育課程では、資格取得に

必修とされる知識・技術を習得するための科目群が初年次から4年次にかけて体系性、順序

性を考えて配置されています。また、専門的実践力を高めるために、小学校教員養成 コー
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スでは初年次から4年次まで現場とのつながりを重視した体系的なインターンシップを実施

し、保育福祉心理コースでは少人数制のゼミや演習を中心とした保育現場との交流を体系

的に実施しています。 

② 教育福祉心理学基幹科目群・基幹演習科目群 

４年間の学びの中で、中心の柱となる科目群です。本学科の特徴である教育や保育福祉分

野全体を見渡すための「教育福祉心理学概論」の他、小学校教員養成コースにおいては各

学年の学びの中心となる初等教育学が、保育福祉心理コースでは保育福祉領域で必要とさ

れる保育学や心理学の演習科目が設置されており、少人数のクラスで学んでいきます。ま

た、すべての科目郡との関連や、小学校教員や保育士の資質向上と地域貢献に関わる大学

の取り組みとの関連を重視した現場実践主義教育とアクティブラーニングを導入します。 

③ 専門科目群（心理学科目） 

心理学の諸領域全体にまたがる科目が設置されています。さらに、研究法に関する科目

（心理統計学・心理学研究測定法の講義科目、心理学実験・研究法・査定の実験科目）が

設置されており、教育や保育福祉現場において心理学的に人間を理解するための基礎的な

方法論を学びます。 

④ 専門科目群（臨床心理学科目） 

心理学的な人間への関わりについての学問である「臨床心理学」の講義科目が設置されて

います。取得をめざす資格との関連が濃厚な科目から、広く深く人間を理解していくため

の科目まで、様々な科目が設置されています。 

⑤ 専門コミュニケーション科目群 

心理学的な対人援助の中核である心理療法やカウンセリングにおける諸技法について体験

的に学ぶ「臨床心理学実践演習」が設置されています。卒業必須ではありませんが、臨床

心理学的支援方法に対する関心・理解を深めるためには重要な科目群です。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/education_policy.html） 

（概要） 

(1)求められる人材 

本学科は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ ポリシー）及び教育課程編成の方針

（カリキュラム・ ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技術

や能力、目的意識・意欲を備えた人を求めます。 

このような入学者を適正に選抜するために、多様な選抜方法を実施します。 

①高等学校の教育課程(高等学校相当を含む)を幅広く修得している。 

②教育、保育福祉領域の専門性の高い仕事に就く意欲がある。具体的には別表に挙げるよ

うな人を求めます。 

【別表】 

１．小学校教員養成コース 

① 小学校教員になることをめざし、教育に関する学びを通して社会貢献しようとす

る人 

② 大学での学びと教育現場での学びを深め、現場実践力のある教員をめざす人 

③ 学校や家庭・地域の課題に関心をもち、小学校教員の立場からその課題を解決し

ようとする熱意のある人 

④ 臨床心理学的支援の素養を身につけ、こころの問題に対応できる小学校教員をめ

ざす人 

２．保育福祉心理コース 
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① 臨床心理学的素養を身につけ、児童福祉施設等で活躍できる保育士をめざす

人 

② こころのケアができる保育士をめざす人 

③ 子どもとその家族に対する支援や、子育て支援についての知識や技術を生かせる

職業に従事したい人 

④ 障害や病がある子どもとその家族に対する支援方法についての知識や技術を生か

せる職業に従事したい人 

⑤ 保育士資格を取得したうえで大学院に進学して臨床心理士をめざす人 

⑥ 教育や保育福祉の専門的な知識・技術を学修するための基盤となる以下のような

基礎的能力を身につけている。 

ア) 日本語運用力（文章読解力）や表現力（課題に応じた内容をまとめる力、文

章を読んでまとめる力他）を身につけている。 

イ)情報をもとにして、筋道を立てて考え、その結果を説明することができる。 

ウ)他の人達と協働して活動や学習をすることに進んで参加できる。また、グル

ープワーク等で、他の人と協力しながら課題をやり遂げることができる。 

(2)入学者選抜方法 

上記「求められる人材」で挙げた能力や資質、意欲の其々に対する評価を組み合わせた入

試課題を実施する。詳細については入試要項に別途定める。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.kbu.ac.jp/kbu/faculty/index.html 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人

総合社会学部 － 13人 10人 4人 1人 0人 28人

臨床心理学部 － 22人 8人 8人 1人 0人 39人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0人 176人 176人

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://www.acoffice.jp/kbuhp/KgApp 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

https://sites.google.com/po.kbu.ac.jp/kb-fd/ 

      

 

      

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

総合社会学部 200人 210人 105.0％ 806人 899人 111.5％ 3人 3人

臨床心理学部 240人 254人 105.8％ 944人 1008人 106.8％ 2人 4人

合計 440人 464人 105.5％ 1750人 1907人 109.0％ 5人 7人

（備考） 

 

 

      

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

総合社会学部 
189人

（100％）

1人

（ 0.5％）

161人

（ 85.2％）

27人

（ 14.3％）

臨床心理学部 
189人

（100％）

24人

（ 12.7％）

136人

（ 72.0％）

29人

（ 15.3％）

合計 
378人

（100％）

25人

（ 6.6％）

297人

（ 78.6％）

56人

（ 14.8％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

主な進学先：京都文教大学大学院 主な就職先：京都市教育委員会、ニシムラ株式会社 

（備考） 
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c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

総合社会学部 
215人

（100％）

178人

（82.8％）

13人

（6.0％）

24人

（11.1％）

0人

（  ％）

臨床心理学部 
219人

（100％）

171人

（78.1％）

19人

（8.5％）

29人

（12.9％）

0人

（  ％）

合計 
434人

（100％）

349人

（ 80.4％）

32人

（ 7.3％）

53人

（ 12.0％）

0人

（  ％）

（備考） 

 

      

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

● シラバス 

o https://sites.google.com/po.kbu.ac.jp/kyotobunkyosyllabus/ 

● シラバスハンドブック（授業担当者向けシラバス作成手引き） 

o https://sites.google.com/po.kbu.ac.jp/kyotobunkyosyllabus/guideline 

● 履修要項・カリキュラム表 

o https://sites.google.com/a/stu.kbu.ac.jp/kbu-risyuyoko/ 

 

 

      

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

卒業に必要な修得単位は、各入学年度・学科ごとのカリキュラム表をもって公表・説明してい

る。（各カリキュラム表内、「卒業の要件」） 

● 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

o https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/education_policy.html  

● 履修要項・カリキュラム表 

o https://sites.google.com/a/stu.kbu.ac.jp/kbu-risyuyoko/  

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

総合社会学部 総合社会学科 124単位 有 
1学期あたり 24単位

（年間 48単位）

臨床心理学部 

臨床心理学科 124単位 有 
1学期あたり 24単位

（年間 48単位）

教育福祉心理

学科 
124単位 有 

1学期あたり 24単位

（年間 48単位）

ＧＰＡの活用状況（任意記

載事項） 

公表方法：履修要項 2019年度版 P. B-29 

https://drive.google.com/file/d/1sREGOFBqeBqoz_C864-

SgeHMSUUOxG31/view?usp=sharing 

学生の学修状況に係る参考

情報 

（任意記載事項） 

公表方法：ファクトブック2018 

https://drive.google.com/file/d/1yYu1MAv5tViwGZsg4IUYhOwhnl3t823v/view 
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⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/campusmap.html 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

総合社会学

部／臨床心

理学部 

総合社会学

科／臨床心

理学科／教

育福祉心理

学科 

960,000円 150,000円

300,000円（2019

年度入学生初年

度のみ）

360,000円（2019

年度入学生 2年

次以降）

240,000円（2018

年度以前入学）

教育充実費 

 

      

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

大学生活における学生への日常サポート体制としては、ゼミ担任教員による担任制度があ

り、授業やオフィスアワーを通して、教員が学生との相談を直接担当しています。特に 1年次

生に対してはまず大学生活に慣れることをするため、春学期の「初年次演習」で大学の授業の

履修方法や学習方法などに関する導入教育を行い、秋学期の専門「基礎演習」（ゼミ）で 2年

次生以降の専門科目を学ぶ基礎を修得します。2年次生以上では、学科ごとに専門科目の「演

習」（ゼミ）が設けられ、そのゼミを通じてサポートを行います。教員は主に学生の学習上の

悩みなどの相談に応じています。 

（学内連携によるサポート） 

学生たちの学生生活全般に関するサポートを以下の部署で行っています。また状況に応じて学

内連携をとりながら問題解決を進めています。 

  〇学生相談室    〇健康管理センター  〇障害学生支援室    〇学生課 

就学上の問題や奨学金などの相談・受付事務を行っており、学生の課外活動のためのアドバイ

ス、援助を行っています。また、保護者からの相談にも対応しています。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 就職進路課と教職・保育福祉職サポートセンターを中心に下記の取り組みを行っています。 

 全学年を対象に進路・就職に関する面談を随時行います。3年次の 4月から 1月にかけて 8

回のキャリアガイダンスを実施し、進路・就職を考えるうえでの必要な情報を提供します。3

年次の 5月には全員を対象に面談を行い、学生生活や志望進路のヒアリングを行います。3年

次の 10月には全員を対象として面談を行い、志望進路や志望業界・職種とそれに対する準備状

況を確認します。4年次ではゼミごとに就職進路課の職員を担当として割り当て、ゼミ担当教

員とゼミ生の情報共有を行い学生に対する進路・就職指導に活かしています。 

【大学院進学志望者】3年次の 5月より 10月にかけて次のような内容のガイダンスを行ってい

ます。①大学院入試の概要を知る。②自身の大学院進学志望理由を振り返る。③本学大学院生

を招いて受験勉強や院生の学びや生活について話しを聞く。④本学大学院修了生を複数招き、

臨床心理士として働く現場について知るとともに仕事のやり甲斐や苦労について伺うことで臨

床心理士の仕事イメージを形成する。⑤大学院入試対策に対応する各種講座を告知する。 
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【公務員志望者】公務員プログラムを実施し、現職公務員を招き話を伺う等公務員の仕事イメ

ージを形成します。試験対策学習のために教室を開放するとともに、週 2日はチューターを配

置しています。公務員試験対策に対応する課外講座を開設します。 

【教員志望者】全学年に随時個人相談、3年次の春学期には全員面談を行い、志望する自治体

や準備状況について確認します。採用試験対策に向けた特別講座（小論文・面接・教職教養・

英検対策など）や外部講師による突破講座を開設しています。試験対策学習のために教室を開

放しています。 

【保育士志望者】進路・就職に関する個人相談を随時行い、対策への情報提供を行います。保

育士として現場で必要な技術（手遊び・読み聞かせ・ピアノ）や指導案の書き方などの学習会

を開催しています。 

【就職志望者】3年次の春には夏のインターンシップ準備セミナーを行っています。また、。3

年次の秋以降は業界研究や自己分析を行うセミナーを実施しています。3年 2月には就職活動

直前セミナーとして面接練習や履歴書添削を、加えて就活決起会として経営者による講演、15

の企業・団体による企業研究フェアを行います。 

3年次の 3月から 4年次の 6月にかけて学内で個別企業説明会を実施します。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

○健康管理センターを中心に学生の健康状態を把握し、必要なサポートが行えるよう、学内連

携（学科、各部署）による身体面や心理面でのサポートや集団感染予防と感染拡大予防に取り

組んでいます。 

○学生相談室では、心理的困難を抱えた学生を支援していくため、相談員の相談能力の向上及

び相談の質の担保に必要な対応として相談室内でのインテーク会議やカンファレンスを充実さ

せています。 

○障害学生支援室では、サポートを求める当事者とともに配慮内容を決定することができるよ

う、障害学生支援委員会、学生課（障害学生支援室）がハブとなり学科や他部署と連携した支

援体制を構築しています。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.kbu.ac.jp/pub_info/univ/univ.html 

 

      


